
 
 

（仮）第５次豊田市教育行政計画のパブリックコメント等の結果について 
     
１ 概要 
（１）実施期間  
    令和７年 7 月 1 日（火）〜7 月 31 日（木） 
    ※E モニター︓令和７年 7 月 1 日（火）〜7 月 10 日（木） 
     
（２）寄せられた意見の内訳 
    提出数︓187 通（E メール８通、FAX１通、E モニター178 通） 
    意見数︓47 件 ※感想等除く     

分野 意見件数 
＜計画全般＞ 10 件 
＜学びの大綱＞ 2 件 

＜取組の
方向性＞ 

①自他を尊重する心を育む教育の推進 4 件 
②学ぶ楽しさを知り自らの可能性を広げる学校教育の推進 11 件 
③誰もが自分らしく学べる教育環境の確保 6 件 
④安全・安心で新しい時代の学びを実現する環境づくり 2 件 
⑤子どもに向き合い、寄り添える学校環境づくり 4 件 
⑥生涯にわたり学び続ける機会の充実 7 件 
⑦郷土を愛し地域とともに育む学びの推進 0 件 
⑧新たな社会の創り手となる資質・能力を育む機会の創出 1 件 

感想等 104 件 
 
 
２ 寄せられた意見等とそれに対する豊田市の考え方 
  ※意見等の概要は、主旨を損なわない範囲でいただいた意見を集約及び要約していま

す。また、意見を求めるもの以外（感想等）については、市の考え方は示していま
せん。 

（１）計画全般について 
意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 

パブリックコメントについて、質問に対しての具体
的な対応の発表があると良い。 

2 
パブリックコメントについての回答は、ホームページ
に掲載します。 



パブリックコメントについてもっと宣伝され、もっと多
くの人の意見が届くと良い。 

3 
広報とよたや市ホームページへの掲載にて周知し
ました。今後も必要な人に必要な情報が届くよ
う、効果的な情報発信に努めます。 

教育について市民でオープンに話し合うような場
があると良い。 

 
本計画策定後は、出前講座などを通じて、計画
の概要について御説明し、子どもたちのためにで
きることを一緒に考えます。 

色々と考えてやっていこうというのは理解できる。こ
のような活動をもっと広く告知していく事が大切だ
と思う。 

 
本計画策定後は、出前講座などを通じて、計画
の概要について御説明し、子どもたちのためにで
きることを一緒に考えます。 

学校生活に満足していない理由で「勉強がよくわ
からないから」が小 46.8%、中 45.6%であるこ
との分析と対応はどのようにされるのか。 

 

学校生活の満足度と学習内容の理解に強い関
係があることが読み取れます。一人一人の「でき
た」「分かった」につながるよう、授業改善を継続
するとともに、AI デジタルドリル Qubena などの
利用も併せて、個別最適な学びを推進します。 

計画の PDCA サイクルは、どれくらいの期間で１
周するか。その期間にした根拠・理由はどういうこ
とか。計画実施期間に何サイクルできるのか。 

 

PDCA については、地方教育行政の組織及び
運営に関する法律第２６条の規定に基づき、
教育委員会は、毎年その権限に属する事務の
管理、及び執行の状況について、点検・評価を
行い、その結果に関する報告書を作成し議会に
報告・公表していきます。５年間の計画期間に
おいて、毎年実施していきます。 

理念とビジョンは明確だが、どのように進捗を図る
か具体的な評価項目があると、取り組みの効果
検証がしやすくなり良い。 

 

本計画では、取組の方向性毎に指標を設定し
ています。さらに、重点的な事業については、成
果指標を設定し、毎年度事業の点検・評価を
実施します。 

 
 
（２）学びの大綱について 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 
「自分らしく学び続けられる」環境が保証されてい
ない現状があるため、保証されることが当たり前に
なることを目指しての、このような大綱なのか。 

 
現状も様々な取組を実施していますが、さらに環
境と選択肢を充実することを目指します。 

同じような理念を掲げる自治体も多いと考えられ
るが、豊田市ならではの特性やほかの自治体と
の違いを表現してほしい。 

 

本市は、ものづくり教育や多様な人材、魅力的
な教育施設など教育資源が充実していることが
強みです。これらを最大限活用した学びの機会
を整えます。 

 



（３）取組の方向性について 
①自他を尊重する心を育む教育の推進 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 
教育相談件数の表の「その他」に関して、2024
年は大変増えているが、要因はどのようなことと分
析しているか。 

 
定期的に面談相談をしている方（１名）を延
べ数でカウントしているため、「その他」が多くなりま
した。 

「自己肯定感の向上につながる教育」として「自
分の考えが尊重される学習」とあるが、例えばどう
いうことか。 

 
例えば国語の授業において、あるテーマについて
の意見文を書く学習などです。内容の正誤では
なく、多様な価値観を認め合う場となります。 

豊田市の教育行政計画には教員対象の人権
学習を、市独自の取り組みとして予算をつけて、
しっかり盛り込むべきだと思う。 

 

豊田市では、こども・若者政策課が主体となっ
て、毎年、全教職員に「豊田市こどもの権利学
習プログラム」という動画による研修を行っていま
す。その他、令和７年度は、教職員向け対面
研修を市内中学校５校、小学校 11 校で行っ
ており、数年をかけてすべての学校で人権につい
ての対面研修を行うこととしています。 

子どもたちがいじめや犯罪に巻き込まれた時に、
教師だけの考えではなく弁護士等の意見を聞く
べきである。 

 
必要に応じて弁護士をはじめ、関係機関と連携
しながら対応しています。 

 
②学ぶ楽しさを知り自らの可能性を広げる学校教育の推進 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 
p.20 の目指す方向の中段、「一人一人にわか
りやすい授業をしていると思う保護者の割合」を
持ってきているが、なぜ、当事者の子どもではない
のか。 

 御意見を踏まえ、保護者の指標は削除します。 

名古屋市山吹小のように、児童自身が時間割
を組む「山吹セレクトタイム」の導入や「サークル
対話」を進めるなど、公教育の改革が進むと良
い。 

 
各学校でカリキュラム・マネジメントを実施し、地
域の特色を生かした教育課程の編成すること
で、魅力ある学校づくりを推進していきます。 

子どもに向き合い寄り添える、誰もが自分らしく
学べる。とあるが、具体的にどういう風にしている
のか。 

 

子どもに向き合い寄り添えるとは、教職員の働き
方改革を進め、教職員が子どもと過ごす時間を
大切にできるようにすることです。誰もが自分らしく
学べるとは、外国人児童生徒等への支援体制
を充実させたり、不登校児童生徒に対し、教室
以外の居場所の選択肢の拡充をすることで、社
会的自立に向けた包括的な不登校支援をした
りすることです。 



従来の教え方から変えようとすると、保護者の反
発もあると思われるため、理解を得るための情報
発信が必要だと思われるが、それに関しての具体
的な記載がない。 

 
本計画策定後は、出前講座などを通じて、計画
の概要について御説明し、子どもたちのためにで
きることを一緒に考えます。 

 ICT 機器を効果的に利用するためには、機器
やインフラの運用保守が大変重要だと考える。
（トラブル時の迅速な対応や定期的な機器更
新、スペックの充足などここがしっかりしていないと
現場は ICT を使おうと思えなくなってしまう） 

 

インフラの運用保守については、各学校の担当に
伝わるように研修等を実施しています。また、トラ
ブル時の迅速な対応や定期的な機器更新、ス
ペックの充足等については、ヘルプデスクと協力し
ながら、対応に当たっています。 

将来的にデジタルが主流になりすぎることへの不
安がある。ヨーロッパで DX 化した結果、子どもの
学力が低下したという結果も出ている。 
アナログな学びとの両立について、教育計画の
中、特にデジタル化の部分に併記するなど、明確
に位置づけていただきたい。 
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豊田市学校教育の情報化プラン 2026〜
2030 において、情報活用能力指導体系表の
中で身に付ける資質・能力としてデジタルな学び
を位置づける予定です。アナログな学びとの両立
を目指し計画を策定します。 

少子化による複式学級増加について、これからど
う対応していくのかが不明 

 
子どもたちの生き抜く力を育むための教育環境の
確保に向け、学校規模を考慮しながら、地域とと
もに検討していきます。 

学校の方針、学習目標、評価方針などを見える
化すべき。学校としての学習に対する方針が見え
ず、どういう方針で家庭学習を行えばよいか見え
ない。学校教育の評定において何で評価されて
いるのかが分からず、子どもが何を努力すれば良
いのか分からない。評価の基準や結果などを開
示するべき。 

 

保護者アンケートの中で、学校の方針を示し保
護者から評価をいただいています。学校の方針を
受けて、各学年や学級での学習目標を学年主
任や学級担任が児童生徒の実態に合わせて周
知をしています。また、学級担任が児童生徒の
実態に合わせて家庭学習の方法も指導していま
す。授業ごとの評価については、学級担任や教
科担任から時機に応じて児童生徒に伝えていま
す。 

デジタルを活用し、教えるのが上手な教師の授
業を動画で共有できる仕組みを整えていただきた
い。誰でも自由に好きな教師の授業を視聴で
き、使いやすいシステム設計と、全ての児童・家
庭が公平に活用できるよう、ICT 環境やセキュリ
ティ面の配慮も併せて検討してほしい。 

 

現在、「とよみる」という教師用動画サイト上で授
業動画を教師が閲覧可能な環境を整備しまし
た。教師が授業動画を視聴し、目の前の子ども
にあった授業を展開することが、児童生徒のより
良い学校教育につながると考えます。 



豊田市の学級編成基準は国や県の基準よりも
少ない人数になっていて良い。 
しかし、特に小学校１〜３年生について、先生
の休憩時間が全く無く、子ども達へのサポートも
足りないと感じる。補助の先生も居るが、4 クラス
に 1 人だけで時間も限られており、人数を増やし
たり、時間を増やしたりして欲しい。子ども達への
サポートも厚くなり良いと思う。 

 

学校の規模や実情に応じて、必要な人員を配
置しています。しかし、全国的な教員不足もあ
り、十分な人材を確保することが難しい状況で
す。 

 
 
③誰もが自分らしく学べる教育環境の確保 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 

保健室やはあとラウンジはつまらないから行きたく
ない。教室の授業は決まっていることをずっとやら
なきゃいけないのが辛くて疲れてしまう。教室に先
生がいて好きな勉強ができると良いと思う。 

 
考えたくなる学習課題の設定や学習用タブレット
を活用した授業など、分かる楽しい授業、魅力あ
る学校づくりに取り組んでいます。 

以前、総合教育会議を傍聴した際に「(障がい
がある子は健常児とは)きっちり分けて手厚く育て
る。」といった発言があり、インクルーシブ教育とは
真逆の分離教育をいまだに最上のやり方だと考
えているのか、と悲しくなった。障がいを持つ人たち
と接することがないまま大人になってしまうことの切
なさを学校は真剣に考えるべきだと感じた。分離
教育からの脱却を、計画で宣言いただけないか。 

 

「共生社会」の実現に向け、令和８年３月に教
育行政計画の特別支援教育を具現化した「豊
田市特別支援教育推進計画」の策定を予定し
ており、インルーシブ教育システムの構築を推進し
ていきます。計画の中では、障がいのある児童生
徒とない児童生徒ができるだけ同じ場で共に学
ぶことができるよう、交流及び共同学習の充実と
副次的な籍制度の推進を謳っています。 

作業療法士を学校に派遣する施策を、豊田市
も予算をつけて実現してほしい。不登校で悲しむ
人が確実に減ると思う。 

 

周囲との人間関係がうまく構築できない、学習の
つまづきが克服できないといった状況が進み、不
登校に至る事例が少なくないとの指摘があること
は把握しています。豊田市の小中学校では、子
ども発達センターと連携したり、特別支援学校教
諭や特別支援教育アドバイザーから助言を受け
たりしながら、その子の特性に応じた支援・指導
を行っています。 



学校に行っていない子どもも多く、学校以外の教
育環境の充実や、民間のスクールへの補助の充
実も進めてほしい。フリースクール補助金はできた
が、経済的条件が厳しすぎる。学校や、パルクの
充実も大切だが、今、学校に行けず、(学費的
な問題で)フリースクールも行けないとしたら、その
子の学びの機会が失われたまま過ぎてしまう。ま
た、現在は経済的に厳しい家庭が補助の対象
であるため、補助金の振り込みは各月にするなど
の配慮してほしい。 

 

豊田市フリースクール等利用支援補助金は、有
識者会議において、「金銭面で、フリースクールに
通えていない子がいる」との意見が出され、金銭
的な支援の必要性、特に経済的な困窮家庭へ
の支援が重要であると判断しました。 
補助金の振り込みは、各月にすると事務手続き
が煩雑になり保護者にご負担をかけてしまうた
め、４ヶ月に１度の振り込みにしています。 

外国籍の子ども（幼児を含む）に対応する日
本語教育、日本文化に馴染めるようなレクチャー
（家族も共に）の機会が増えるとよい。 

 

日本語指導が必要な就学前の幼児に日本語
初期指導や学校生活適応指導を行うプレスクー
ル、小学１年（９月）から中学３年までを対
象に、３か月間程度、日本語初期指導や学校
生活適応支援などを行う「ことばの教室」を実施
しています。また、外国人児童生徒等サポートセ
ンターでは、外国人児童生徒等及び保護者への
支援を総合的に行っています。 

経済格差から、学べない子のフォロー、例えば、1
人一つだけでも、スイミング、習字、そろばんなど
無料、もしくは差額補助で、習い事ができたらい
いと思う。 

 

豊田市では、子どもたちが無料で参加できるスポ
ーツや文化などの体験機会を設けています。また
子どもの学びや体験に資する施設については無
料でご利用いただけます。 

 
 
④安全・安心で新しい時代の学びを実現する環境づくり 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 
照明の LED 化についても、子どもの健康への影
響を配慮した選定をお願いしたい。 
ブルーライトや電磁波を抑え、太陽光に近い光を
再現する商品など、未来ある子どもたちの健康を
守る観点から、豊田市が、教育施設の光環境に
も目を向けた機器の導入をする自治体の先駆け
となっていただけたら、とても誇らしく思う。 

 
今後設置する LED 照明の機器選定における検
討材料として参考にしていきます。 

太陽光発電の変電設備については、児童・生徒
が長く過ごす教室から、できるだけ離れた場所に
設置していただきたい。健康への影響に十分配
慮された設計と運用をお願いしたい。 

 
太陽光発電設備の設置については、電気事業
法等関係法令に基づき、児童・生徒の安全に
配慮した設計と運用に努めていきます。 



⑤子どもに向き合い、寄り添える学校環境づくり 
意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 

サポーターを増やしたり、事務職員を増やして教
員が教育に携わる時間を確保し、質を高める取
り組みを要望する。 

 

小学校１〜３年生には、学級の規模に応じて
サポートティーチャーを配置しています。また、教
職員の業務支援として校務支援員を配置してい
ます。 

学校図書室の司書の業務時間を増やしてほし
い。週に 1〜2 日では、子どもが本の事をききたく
ても、きけない。 

 

今年度より、学校図書館司書を全学校に配置
し、児童生徒とふれ合う機会を増やしています。
今後も学校図書館司書の配置時間増加や人
員確保を計画し、読書活動の推進を目指してい
ます。 

教職員の多忙化解消に向けて業務見直し・部
活の在り方や業務の DX 化など対策を検討され
ているが、どれほどの効果が有るのか。 

 
時間外在校等時間が月平均で 45 時間を超え
ている割合は、徐々に減っています。 

教師の工夫や努力が正当に評価される環境の
整備をお願いしたい。 

 
教職員評価制度に基づき、全ての教員に対し
て、自己評価、教頭評価、校長評価を毎年度
実施しています。 

 
 
⑥生涯にわたり学び続ける機会の充実 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 
豊田市は児童館がなく、子育て支援センターは
小学生の居場所としては機能していない。各学
校区に 1 箇所、既存の建物を活用して子ども達
が自分の足で自由に通える児童館のような居場
所があると良い。 

 

豊田市では地域学校共働本部や自治区におい
て、地域の方が担い手となって、こどもの居場所
づくり事業を行っています。またこども・若者計画
において、子どもの居場所を重点プロジェクトとし
て取り組んでいきます。 

学びを通じて知識も人間関係も広がるので、高
齢者になっても学ぶ機会を行政が提供してくれる
といいと思う。 
ただ、常に学ぶ意欲を持ち、自己研鑽していきた
いと思っているが、その内容、地理的距離など高
齢者にとって必ずしも合致するものがないので消
極的になってしまう。 
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地域活動拠点である交流館等を中心に、学び
やつながりをコーディネートすることで、誰もが学び
続けられるよう支援します。 

大枠での取り組みは分かるが、学び続けることへ
の取組としては、学んだことでのうれしさ、適切な
フィードバックを考えてほしい。 

 
学びの継続、習得した知識や経験を生かした活
動へとつなげられるよう、学び合いやつながり合い
を育む環境づくりを支援します。 



いつの年代でも学び直しが容易に出来るよう、社
会で挑戦を支えて行くことも大切だと思う。 

 
本市の多様な学びの機会を見える化するととも
に、人生１００年時代において、学び続けられ
る、挑戦できる環境づくりを支援します。 

学歴や年齢などにかかわらずいつ何時でも自由
に入学でき、勉強出来る学校の創設をのぞむ。 

 
愛知県が、2026 年 4 月に夜間中学の愛知県
立とよた中学校（愛知県立豊田西高等学校
内）を開校する予定です。 

学びを通じて知識も人間関係も広がるので、高
齢者になっても学ぶ機会を行政が提供してくれる
といいと思う。 

 
地域活動拠点である交流館等を中心に、多様
な市民の学びの機会を活かしたひとづくり・まちづ
くりをコーディネートしていきます。 

 
 
⑧新たな社会の創り手となる資質・能力を育む機会の創出 

意見等の概要 意見数 豊田市の考え方 

海外ホームステイなどの補助など、積極的にして
ほしい。 

 
補助事業は行っていませんが、中学生海外派遣
事業を実施しています。 

 


